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大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
明
日
への
希
望　

走
って
笑
って　

心
は
ひ
と
つ　

島
人
の
絆　

こ
こ
に
あ
り
」（
岡

村
ひ
と
み
さ
ん
作
）
と
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
〜
力
を
あ
わ
せ　

み
ん
な
で
つ
な
ご
う　

ひ
と
つ
の
絆
〜
」（
新

田
美
海
さ
ん
作
）の
下
で『
奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周
年
記
念　

第
51
回
町
民
体
育
祭
』が
10
月
13
日
、

総
合
グ
ラ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
、
昨
年
か
ら
登
場
し
た
重
量
級
50
Ｍ
走
や
夫
婦
仲
良
く
な
ど
全
25
競
技

が
行
わ
れ
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
各
集
落
の
精
鋭
が
名
誉
と
威
信
を
懸
け
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
安
定
し
た
力

を
発
揮
し
た
湾
体
協
が
A
ブ
ロッ
ク
で
優
勝
。
平
成
15
年
に
上
嘉
鉄
体
協
（
現
嘉
手
浦
体
協
）
が
達
成

し
た
５
連
覇
を
抜
き
、
平
成
初
と
な
る
6
連
覇
を
達
成
。
Ｂ
ブ
ロッ
ク
は
、
序
盤
の
勢
い
そ
の
ま
ま
に
赤

連
池
治
体
協
が
優
勝
し
た
。

湾体協の黄金時代が到来。湾体協の黄金時代が到来。
　Aブロックは湾体協が大会６連覇！！　Aブロックは湾体協が大会６連覇！！
　Ｂブロックは赤連池治体協が優勝！　Ｂブロックは赤連池治体協が優勝！

　

今
年
9
月
に
56
年
ぶ
り
と
な
る

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
の
開
催
が
決
定
し
、
日
本
国

民
の
熱
気
が
高
ま
る
中
、
毎
年
町

民
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
『
町
民
体
育
祭
』
が
開
催
さ
れ

た
。

　

開
会
式
で
は
、
中
高
生
吹
奏
楽

部
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
共
に
畠

山
八
十
二
区
長
会
長
か
ら
開
会
が

宣
言
さ
れ
た
。
今
年
は
、
昭
和
41

年
同
窓
生
ら
に
よ
っ
て
国
旗
・
町

旗
・
体
協
旗
が
掲
揚
さ
れ
、
炬
火

点
火
は
中
央
体
協
の
成
田
勇
太
さ

ん
が
務
め
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
の

長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
武
田
鉄

矢
さ
ん
が
「
体
育
功
労
者
」
と
し

て
表
彰
を
受
け
、
今
年
活
躍
し
た

22
人
と
8
団
体
が
「
優
秀
ス
ポ
ー

ツ
選
手
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

開
会
式
の
最
後
に
は
、
嘉
手
浦

体
協
の
梅
龍
翔
さ
ん
が
若
々
し
く

元
気
な
選
手
宣
誓
を
行
い
、
見
事

に
大
役
を
果
た
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
幼
稚
園
児
の

微
笑
ま
し
い
遊
戯
で
始
ま
り
、

１
０
０
Ｍ
走
や
、
男
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
、
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
競
技

が
展
開
さ
れ
た
。

　

午
前
の
部
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
還
暦
者
行
進
」
で
は
、
昭
和
28

年
同
窓
生
の
還
暦
者
を
代
表
し
て

平
邦
範
さ
ん
が
「
島
の
美
徳
で
宝

で
も
あ
る『
結
い
の
精
神
』と『
も

て
な
す
心
』、『
絆
』
を
大
切
に
し

て
、
こ
の
島
に
生
ま
れ
た
こ
と
を

誇
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
昨
年
か
ら
登
場

し
た
長
縄
と
び
や
運
ま
い
（
米
）

リ
レ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
採

点
競
技
の
混
成
リ
レ
ー
な
ど
で
、

優
勝
を
目
指
し
て
さ
ら
に
激
し
い

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

選手宣誓をする梅さん選手宣誓をする梅さん 炬火点火を行う成田さん炬火点火を行う成田さん
体育功労者として表彰体育功労者として表彰
を受ける武田さんを受ける武田さん
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歴代優勝体協
　　　　　　　　　　　　　（ブロック制移行後）
平成 回 Aブロック Bブロック
９ 35 湾　B 志　佐
10 36 荒　木 小野津
11 37 上嘉鉄 湾　A
12 38 上嘉鉄 湾　C
13 39 上嘉鉄 湾　C
14 40 上嘉鉄 坂　嶺
15 41 上嘉鉄 坂　嶺
16 42 湾　B 湾　C
17 43 上嘉鉄 志　佐
18 44 湾 荒　木
19 45 赤連池治 滝　川
20 46 湾 早　町
21 47 湾 赤連池治
22 48 湾 志　佐
23 49 湾 早　町
24 50 湾 荒　木
25 51 湾 赤連池治
※湾Ａは現在の湾体協、湾Bは現在の赤連池治体協、
湾Cは中里連合体協

総合順位表
Ａブロック 体　協 得　点
優　勝 湾 202
第２位 嘉手浦 182
第３位 志佐 161
第４位 荒木 106
第５位 中央 92

Bブロック 体　協 得　点
優　勝 赤連池治 135
第２位 中里連合 99
第３位 早町 66
第４位 小野津 49
第５位 阿伝 32

躍進賞

順位 地区体協 得　点
前回 今回 躍進点

第 1位 赤連池治 ６７ １３５ ６８
第 2位 中里連合 ６１ ９９ ３８
第 3位 中央 ７７ ９２ １５
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●めざせ !ホールイン・ワン
１位 湾 24打 ３分46秒９
２位 小野津 24打 ４分08秒９
３位 赤連池治 25打 ３分47秒１

●ソフトボール投げ（男子）
１位 野間　貴也 中里連合 61m55
２位 平田　文人 志佐 58m85
３位 基　定夫 湾 57m40

●輪投げ
１位 赤連池治 1分14秒 5
２位 湾 1分 26秒 7
３位 嘉手浦 1分 29秒 72

●玉入れ
１位 中里連合 42
２位 荒木 34
３位 中央 33

●夫婦仲良く
１位 嘉手浦 56秒 8
２位 湾 59秒 5
３位 赤連池治 1分 00秒 8

●運まい（米）リレー
１位 嘉手浦 42秒 9
２位 志佐 44秒 0
３位 湾 44秒 7

●綱引き
１位 嘉手浦
２位 志佐
３位 湾・荒木

●ナイス !ストライク
１位 湾 1分 05秒 43
２位 志佐 1分 08秒 0
３位 中里連合 1分 33秒 6

●長縄とび
１位 志佐 104
２位 嘉手浦 35
３位 湾 25

●放とうボール
１位 志佐 3分 01秒 9
２位 嘉手浦 3分16秒1
３位 湾 3分 27秒 3

団体競技及びフィールド競技記録

●ソフトボール投げ（女子）
１位 岩川　美里 赤連池治 42m25
２位 前底　瑞希 湾 42m17
３位 竹下奈津美 志佐 39m38

● 400Mリレー高校女子
１位 湾 1分 01秒 2
２位 嘉手浦 1分 02秒1
３位 志佐 1分 07秒 2
● 800Mリレー青年男子
1位 湾 1分 49秒 6
2位 志佐 1分 49秒 9
3位 嘉手浦 1分 52秒 3

● 400Mリレー青年女子
１位 湾 1分 04秒 0
２位 赤連池治 1分 07秒 6
〃 小野津 1分 07秒 6

●1000M混成リレー男子
1位 湾 2分17秒 6
2位 志佐 2分18秒 9
3位 嘉手浦 2分 23秒 9
● 600M混成リレー女子
１位 湾 1分 34秒 4
２位 赤連池治 1分 39秒 7
３位 嘉手浦 1分 39秒 9
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第 51 回記念町民体育祭　競技決勝記録
●100M走小学男子
１位 重村　大和 湾 14秒 0
２位 信岡　勇貴 中央 14秒 7
３位 前島　克哉 嘉手浦 15秒1

●100M走中学男子
１位 岩川　将武 赤連池治 12秒 3
２位 榮　悠大 志佐 13秒 2
３位 村田　雅季 荒木 13秒 3

●100M走高校男子
１位  山倉　海 中里連合 11秒 8
２位 岩崎　大雅 荒木 12秒 2
３位 富田　和喜 中央 12秒 3

●100M走 20歳代男子
１位 古謝　太志 赤連池治 11秒 6
２位 富田　健太 嘉手浦 11秒 7
３位 竹下　昇 志佐 12秒 4

●100M走 30歳代男子
１位 上地　徳人 湾 12秒 7
２位 浜田　勇樹 志佐 12秒 9
３位 野間　弘也 中里連合 13秒1

●100M走小学女子
１位 若松　杏 湾 14秒 9
２位 朝日　美咲 中里連合 15秒 8
３位 浜田　愛音 志佐 16秒 0

●100M走中学女子
１位 寺田　はるな 赤連池治 15秒 0
２位 中島　凜 志佐 15秒 3
３位 界　眞子 嘉手浦 15秒 4

●100M走高校女子
１位 榮田　琴美 嘉手浦 13秒 8
２位 豊　志乃 赤連池治 14秒 9
３位 重村　美明 湾 15秒 3

●100M走 20歳代女子
１位 山田　千尋 湾 15秒 2
２位 山口　友末子 荒木 16秒 0  
３位 松山　渚 早町 16秒 4

●100M走 30歳代女子
１位 松本　由美 湾 15秒 9
２位 佐久田　百代 中里連合 16秒 5
３位 上堀内　久恵 赤連池治 16秒 6

●100M走 40歳代男子
1位 西尾　勝幸 嘉手浦 12秒 8
2位 向井　康治 志佐 13秒1
3位 澄田　直敏 湾 13秒 2

●100M走 50歳代男子
1位 界田　満仁 湾 13秒 9
2位 長田　正浩 阿伝 14秒 2
3位 梶原　貴史 嘉手浦 14秒 5

●1500M中学男子
1位  東　龍之介 中央 5分 00秒 47
2位 西　真生 志佐 5分15秒 05
3位 俊山　竜輝 赤連池治 5分 26秒 41

● 400Mリレー小学男子
1位 湾 1分 06秒 4
2位 志佐 1分 07秒 8
3位 小野津 1分 09秒 2

●100M走 40歳代女子
１位 廣瀬　信子 湾 16秒 2
２位 澄　千代乃 嘉手浦 16秒 5
３位 矢竹　茂子 赤連池治 17秒 3

● 800M走中学女子
１位 平　英里香 赤連池治 3分 02秒 4
２位 柳　幸穂 湾 3分 04秒 0
３位 菊地　優香 荒木 3分 06秒 4

● 400Mリレー小学女子
１位 湾 1分 07秒1
２位 赤連池治 1分10秒 6
３位 嘉手浦 1分11秒 4

● 50M走重量級男子
1位 重野　泰浩 湾 7秒 4
2位 福原　拓 荒木 7秒 5
3位 倉橋　憲司 志佐 7秒 5

●1500M高校男子
1位 岩川　武蔵 赤連池治 4分 34秒 03
2位 黒田　祥平 湾 4分 48秒 24
3位 中園　竜矢 湾 4分 54秒 57

●1500M一般男子
1位 生島　常智 嘉手浦 4分 53秒 61
2位 前島　将太 嘉手浦 4分 59秒 91
3位 高野　惟樹 早町 5分 24秒 99

● 800M走高校女子
１位 梶原　奈々 中里連合 3分 02秒 9
２位 宮元　志穂美 湾 3分 07秒 9
３位 廣司　靖乃 嘉手浦 3分18秒 9

● 800Mリレー中学男子
1位 赤連池治 1分 55秒 6
2位 荒木 1分 59秒 0
3位 志佐 2分 01秒 7

● 400Mリレー中学女子
１位 赤連池治 1分 02秒 7
２位 志佐 1分 04秒 3
３位 湾 1分 05秒 2

● 800Mリレー高校男子
1位 荒木 1分 48秒 9
2位 湾 1分 49秒 0
3位 中里連合 1分 50秒 9

5　Kikai Public Relations 2013.11
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町
長
寿
会
連
合
会
（
開
悦
夫
会
長
）
が

主
催
す
る「
第
38
回
長
寿
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

が
10
月
17
日
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
た
。

　

競
技
に
先
立
ち
、
開
会
長
は
「
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
た
。

記
念
す
べ
き
大
会
に
孫
た
ち
か
ら
オ
リ
ン
ピッ

ク
選
手
が
で
る
よ
う
に
応
援
し
よ
う
。
今
日

は
怪
我
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
て
、
楽
し
ん

で
競
技
を
行
って
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

同
連
合
会
の
会
員
ら
は
、
旧
小
学
校
区

（
旧
湾
小
校
区
は
2
チ
ー
ム
編
成
）
10
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
輪
投
げ
や
玉
入
れ
な
ど
11

競
技
で
競
い
合
っ
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

に
励
ん
で
き
た
会
員
ら
は
高
齢
者
と
は
思
え

な
い
溌は

つ
ら
つ剌

と
し
た
プ
レ
ー
に一喜
一憂
す
る
姿

が
多
く
見
ら
れ
た
。
結
果
は
、
湾
Ａ
が
2
位

の
上
嘉
鉄
か
ら
１
点
差
で
逃
げ
切
り
、
10
年

ぶ
り
の
優
勝
を
決
め
た
。

高
齢
者
の
熱
き
戦
い
を
制
し
、

　
　
　
　

湾
A
が
10
年
ぶ
り
Ｖ

川
畑
さ
お
り
さ
ん
が
地
域
伝
統

芸
能
奨
励
賞
を
受
賞

　

本
多
の
森
ホ
ー
ル
（
石
川
県
金
沢

市
）
を
主
会
場
と
し
て
、
10
月
５
・

６
日
の
両
日
に
開
催
さ
れ
た
地
域
伝

統
芸
能
全
国
大
会
「
地
域
伝
統
芸
能

に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
大
会
い

し
か
わ
」（
一
般
財
団
法
人
地
域
伝

統
芸
能
活
用
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
主

催
）
の
授
賞
式
に
川
畑
さ
お
り
さ
ん

（
湾
在
住
）
が
参
加
し
た
。

　

式
で
は
、
川
畑
さ
ん
に
地
域
伝
統

　

紅
倫
の
会
（
照
屋
倫
子
会
主
）
が
主
催

す
る
「
時
本
ひ
と
み
教
師
免
許
披
露
ふ
る

さ
と
公
演
〜
琉
球
舞
踊
思
い
ぬ
か
け
橋
〜
」

が
10
月
13
日
、
町
総
合
体
育
館
で
あ
っ
た
。

場
内
に
は
約
３
０
０
人
の
町
民
な
ど
が
詰
め

か
け
、
時
本
さ
ん
の
優
美
な
舞
い
に
多
く
の

観
衆
が
魅
了
さ
れ
た
。

　

時
本
さ
ん
は
10
年
前
、
本
町
で
開
催
さ

れ
た
復
帰
50
周
年
記
念
行
事
で
公
演
し
た

照
屋
さ
ん
の
琉
球
舞
踊
に
魅
了
さ
れ
、
沖

縄
移
住
を
決
意
し
た
。
移
住
後
は
照
屋
さ

会場の様子【提供写真】

芸
能
奨
励
賞
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
高
円
宮

妃
久
子
さ
ま
か
ら
直
接
記
念
メ
ダ
ル
な
ど
が

授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
開
か
れ
た
「
受
賞

記
念
公
演
」
で
「
む
ち
ゃ
加
那
節
」
な
ど
の

島
唄
３
曲
を
披
露
し
た
。

　

同
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
に
つい
て
川
畑
さ

ん
は
「『
今
ま
で
こ
の
奄
美
の
シ
マ
唄
を
唄
い

続
け
て
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
』
と
改
め
て

感
じ
た
。
受
賞
式
で
は
、
高
円
宮
妃
久
子

さ
ま
か
ら
も
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

涙
が
出
る
ほ
ど
幸
せ
だ
っ
た
。
こ
れ
も
安
田

宝
英
師
匠
を
は
じ
め
、
いつ
も
応
援
し
て
く

れ
る
の
皆
様
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
喜
界

島
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
も
って
頑
張

り
た
い
」
と
満
面
の
笑
み
で
意
欲
を
語
った
。

　

川
畑
さ
ん
は
、
平
成
22
年
に
日
本
民
謡

全
国
大
会
で
「
内
閣
総
理
大
臣
杯
優
秀
賞

を
受
賞
、平
成
24
年
に
日
本
民
謡
ヤ
ン
グ
フェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
通
称
「
民
謡
甲
子
園
」）
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す
る
な
ど
数
々
の
タ
イ
ト

ル
を
手
に
し
て
い
る
。

ん
に
師
事
し
、
同
会
の
旗
揚
げ
に
も
加
わ
っ

た
。
当
初
か
ら
舞
踊
へ
の
熱
意
と
探
究
心

が
強
く
、
才
能
に
も
定
評
が
あ
っ
た
時
本

さ
ん
は
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
が
選
考
し
新
人

芸
能
家
の
登
竜
門
と
い
わ
れ
る
『
沖
縄
タ

イ
ム
ス
芸
術
選
賞
』
で
、
平
成
16
年
に
新

人
賞
を
受
賞
し
、
め
き
め
き
と
頭
角
を
現

し
て
い
く
。
そ
の
後
は
、
優
秀
賞
、
最
高

賞
と
次
々
に
受
賞
し
、
平
成
24
年
に
は
、
つ

い
に
『
芸
術
選
賞
』
最
高
峰
と
い
わ
れ
る

グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
今
年
、

時
本
さ
ん
は
念
願
の
琉
球
舞
踊
教
師
免
許

を
取
得
し
て
公
演
が
実
現
し
た
。

　

時
本
さ
ん
は
今
回
の
公
演
に
つい
て
「
復

帰
60
周
年
記
念
の
年
に
、
公
演
を
開
催
で

き
、
今
ま
で
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
樣
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
今
回
は
、念
願
だっ

た
奄
美
民
謡
唄
者
・
川
畑
さ
お
り
さ
ん
の

唄
声
に
合
わ
せ
て
踊
る
新
た
な
挑
戦
が
で
き

て
嬉
し
かっ
た
。
こ
の
琉
球
舞
踊
を
通
じ
て
、

沖
縄
と
喜
界
島
の
か
け
は
し
に
な
り
た
い
」

と
意
欲
を
語
った
。

絢爛優美な琉舞を披露する時本さん

優
雅
に
舞
う
琉
球
舞
踊
を
披
露
・

時
本
ひ
と
み
さ
ん
（
中
里
出
身
）

一生懸命に競技に取り組む会員ら
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犯
罪
･
詐
欺
被
害

　
　
　
　
　

防
止
を
訴
え
る

　

喜
界
町
防
犯
団
体
連
絡
協
議
会

（
川
島
健
勇
会
長
・
町
長
）
は
10
月

11
日
、
奄
美
警
察
署
喜
界
幹
部
派
出

所
内
で
「
平
成
25
年
全
国
地
域
安
全

運
動
（
同
月
11
日
〜
20
日
）」
開
始

イ
ベン
ト
を
開
催
し
た
。

　

同
イ
ベン
ト
で
は
、
永
年
地
域
安
全

運
動
に
携
わ
っ
た
武
田
鉄
矢
さ
ん
（
池

治
）
と
太
利
重
芳
さ
ん
（
赤
連
）
に

表
彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

会
員
ら
は
Ａ
コ
ー
プ
喜
界
店
前
な
ど
３

カ
所
で
防
犯
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
町
民
に
犯
罪
や
詐
欺
の
被
害
防
止

を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
街
頭
活
動
は
、

毎
月
11
日
の
地
域
安
全
推
進
の
日
に

行
わ
れ
て
い
る
。

　

三
浦
康
弘
巡
査
部
長
は
「
警
察
だ

け
で
町
民
全
て
を
犯
罪
か
ら
守
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、
地
域
の
人
達
の
協

力
を
得
な
が
ら
防
犯
活
動
を
し
て
い

る
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の

町
民
が
『
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う Aコープ前で防犯を呼びかける

　

あ
ゆ
み
幼
稚
園
（
榮
四
枝
園
長
・
園
児

84
人
）
は
こ
の
ほ
ど
、
同
園
園
庭
に
お
い
て

恒
例
の
『
秋
ま
つ
り
』
を
開
催
し
た
。

　

今
年
の
ミ
コ
シ
の
テ
ー
マ
は
、
５
歳
児
の
ほ

し
組
が
『
あ
さ
が
お
』、
そ
ら
組
は
『
フ
ラ

ワ
ー
』。
4
歳
児
の
う
さ
ぎ
組
は
『
花
火
』、

き
り
ん
組
は
『
宇
宙
』。

　

自
ら
が
作
成
し
た
ミ
コ
シ
を
担
ぎ
、
同

園
周
辺
を
「
わ
っ
し
ょ
い
！
わ
っ
し
ょ
い
！
」

と
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
練
り
歩
い
た
あ

と
、
職
員
手
作
り
の
櫓や
ぐ
ら
を
囲
み
親
子
で
踊

り
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
は
、
教
室
で
保

護
者
と
先
生
が
準
備
し
た
金
魚
す
く
い
や

く
じ
引
き
な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
熱
中
す
る
園
児

ら
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

参
加
し
た
竹
山
寛
悠
く
ん
（
湾
）
は
「
み

ん
な
で
お
み
こ
し
を
か
つ
い
で
楽
し
か
っ
た
」

と
満
面
の
笑
み
で
話
し
た
。

喜
高
の
「
弓
矢
の
達
者
」
が
奄
美
制

覇
・
男
女
弓
道
部
が
初
ア
ベ
ッ
ク
V

かけ声をかけながらミコシを担ぐ園児ら

で
あ
る
。

　

そ
の
伝
説
が
色
濃
く
残
る
喜
界
島
で

育
っ
た
『
弓
矢
の
達
者
』
た
ち
の
奄
美
で
の

戦
い
を
報
告
す
る
。

　
「
２
０
１
３
年
大
島
地
区
高
校
体
育
大

会
」
が
9
月
下
旬
、
群
島
内
各
会
場
で
開

催
さ
れ
た
。
奄
美
市
名
瀬
運
動
公
園
で
行

わ
れ
た
弓
道
競
技
に
、
喜
界
高
校
男
女
弓

道
部
（
木こ

ば塲
亮
太
顧
問
）
の
猛
者
た
ち
は

個
人・団
体
の
部
に
出
場
、
戦
い
に
挑
ん
だ
。

　

男
子
団
体
の
部
は
、
先
攻
逃
げ
切
り
で

全
36
本
中
15
本
を
命
中
さ
せ
優
勝
。
女
子

団
体
の
部
は
、
後
半
激
し
く
追
い
上
げ
全

36
本
中
13
中
で
優
勝
を
飾
っ
た
。
個
人
の

部
で
も
、
男
子
の
部
で
西
野
広
大
く
ん
が

全
12
本
中
６
中
で
3
位
、
女
子
の
部
で
岩

元
玲
奈
さ
ん
が
全
12
本
中
６
中
で
優
勝
す

る
な
ど
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

主
将
の
値
さ
ん
は
「
試
合
で
は
、
初
め
て

の
公
式
戦
に
臨
ん
だ
1
年
生
が
よ
く
頑
張
っ

て
く
れ
た
。
昨
年
の
大
会
は
1
年
生
（
現

２
年
生
）
だ
け
の
チ
ー
ム
で
臨
み
、
結
果
は

最
下
位
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
1
年
間

猛
特
訓
を
重
ね
て
き
た
。
優
勝
で
き
て
本

当
に
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

喜
界
高
校
に
よ
る
と
、
弓
道
部
の
男
子

優
勝
は
平
成
17
年
以
来
8
年
ぶ
り
、
女
子

は
平
成
２
年
以
来
23
年
ぶ
り
の
優
勝
と
な
っ

た
。
団
体
の
部
に
出
場
し
た
選
手
は
次
の

と
お
り
。

【
男
子
団
体
の
部
出
場
者
】

①
大
前 

牧
口
伸
一郎
く
ん
・
②
中 

北
村
大

倭
く
ん
・
③
落 

西
野
広
大
く
ん　

【
女
子
団
体
の
部
出
場
者
】

①
大
前 

値
優
衣
さ
ん
・
②
中 

政
元
志
保

さ
ん
・
③
落 

岩
元
玲
奈
さ
ん　
（
出
場
順
）

お
み
こ
し
か
つ
い
で
、

　
　

わ
っ
し
ょ
い
！
わ
っ
し
ょ
い
！

アベック優勝を果たした弓道部【提供写真】

　

平
安
末
期
の
武
将
、
源
為
朝
（
鎮
西
八

郎
）
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

保
元
の
乱
（
１
１
５
６
年
）
で
活
躍
す

る
も
敗
れ
て
、
伊
豆
大
島
に
流
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
為
朝
は
、『
無
双
の
弓
矢
の
達
者
』

と
い
わ
れ
、
大
人
５
人
で
よ
う
や
く
引
け
る

『
５
人
張
り
の
弓
』
を
常
用
し
、
そ
の
弓

は
鎧
を
着
た
武
士
の
体
を
射
抜
く
ほ
ど
の

威
力
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た一方
で
、
為
朝
に
は
琉
球
に
渡
り
琉

球
王
に
な
っ
た
と
い
う
別
の
言
い
伝
え
が
あ

る
。
琉
球
渡
航
中
に
時し

け化
に
遭
っ
た
為
朝

は
、
喜
界
島
の
沖
合
い
に
た
ど
り
着
い
た
。

島
に
住
民
が
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た

め
、
矢
先
が
二
股
に
分
か
れ
た
雁か

り
ま
た股
の
矢

を
放
ち
、
上
陸
し
て
矢
を
抜
く
と
そ
こ
か

ら
泉
が
湧
き
出
し
た
。
そ
れ
が
小
野
津
の

県
道
沿
い
に
あ
る
『
雁
股
の
泉
』
の
伝
説

意
識
を
持
って
ほ
し
い
」と
期
待
を
込
め
た
。
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 ☎

を
始
め
た
。

　

官
民
が
団
結
し
『
生
き
残
る
た
め
の
戦

略
』
を
進
め
、
豊
か
な
水
産
物
を
活
か
し

た
商
品
の
開
発
や
、
魚
介
類
な
ど
の
細
胞

を
活
か
し
た
ま
ま
凍
結
す
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
を
次
々
に
実
行
し
利
益
を
上

げ
、財
政
赤
字
を
大
幅
に
縮
小
し
た
。
ま
た
、

教
育
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
廃

校
寸
前
だっ
た
高
校
の
魅
力
化
を
推
進
。
学

校
連
携
型
の
公
営
塾
の
設
立
な
ど
を
行
い
、

島
外
か
ら
の
入
学
希
望
者
が
殺
到
す
る
学

校
へ
と
成
長
さ
せ
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
多
く
の
Ｉ

タ
ー
ン
者
が
移
住
を
希
望
す
る
魅
力
あ
る
島

へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。

　

ま
た
、
京
都
府
立
大
学
大
学
院
宗
田
好

史
教
授
の
基
調
講
演
「
な
ぜ
イ
タ
リ
ア
の
村

は
美
し
く
元
気
な
の
か
」
な
ど
が
行
わ
れ
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

第
67
回
県
民
体
育
祭
の
結
果

　
「
第
67
回
県
民
体
育
大
会
」
が
こ

の
ほ
ど
、
県
内
各
会
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
7
月
に
行
わ
れ
た

郡
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
軟
式
野
球
競

技
や
陸
上
競
技
な
ど
の
選
手
団
が
出

場
し
、白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
た
陸
上
競
技
は
、

５
人
の
選
手
が
１
０
０
ｍ
や
砲
丸
投

げ
な
ど
の
種
目
に
出
場
し
た
。

　

結
果
は
、
走
り
幅
跳
び
に
出
場
し

た
榮
田
琴
美
さ
ん
（
浦
原
・
記
録
４

㍍
80
）
と
、
砲
丸
投
げ
に
出
場
し
た

上
園
田
千
秋
さ
ん
（
赤
連
出
身
・
記

録
８
㍍
40
）
が
３
位
入
賞
を
果
た
す

な
ど
の
健
闘
を
み
せ
た
。

　

県
立
鴨
池
球
場
を
主
会
場
に
行
わ

れ
た
軟
式
野
球
競
技
で
は
、
大
島
地

区
が
２
回
戦
か
ら
登
場
し
、
北
薩
地

３位入賞を果たした上園田さん（左）
【提供写真】と榮田さん（右）

地
域
再
生
へ
の
挑
戦

　
　
　
「
最
後
尾
か
ら
最
先
端
へ
」

〜
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
i
n
海
士
〜

３位入賞を果たした大島代表メンバー・
球場外にて【提供写真】

区
（
出
水
）
と
対
戦
し
た
。

　

２
回
表
の
攻
撃
、
左
適
時
打
で
１
点
を

先
制
す
る
と
、
４
回
表
、
三
塁
打
な
ど
で

さ
ら
に
３
点
を
加
点
し
た
。
投
げ
て
は
中

島
剛
投
手
な
ど
の
３
人
リ
レ
ー
で
完
封
。

４
―
０
で
初
戦
を
も
の
に
し
た
。

　

準
決
勝
は
、
姶
良
・
伊
佐
地
区
（
伊

佐
）
と
対
戦
。
野
間
貴
也
投
手
の
好
投
で

7
回
ま
で
無
失
点
に
抑
え
る
が
、
相
手
投

手
も
好
調
で
、
7
回
終
了
時
点
で
0
―
0

の
同
点
。
8
回
か
ら
は
、
無
死
満
塁
か
ら

始
ま
る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
に
突
入
し
、
同
回

表
、
相
手
の
攻
撃
で
1
点
を
先
制
さ
れ
る

が
、
野
間
投
手
が
後
続
を
き
っ
ち
り
抑
え

た
。
し
か
し
、
同
回
裏
の
攻
撃
は
、
相
手

の
好
投
に
阻
ま
れ
得
点
が
で
き
ず
、
1
―

0
の
ま
ま
試
合
は
終
了
し
た
が
、
健
闘
し

た
大
島
地
区
は
3
位
と
い
う
好
成
績
を
残

し
た
。

　

本
町
が
加
盟
す
る
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
の
「
２
０
１
３
フェス
テ
ィ
バ
ル
ｉ

ｎ
海
士
」
が
10
月
３
〜
５
日
ま
で
の
３
日
間
、

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
で
開
催
さ
れ
た
。

同
フェス
に
は
、
こ
の
度
新
規
加
盟
を
果
た
し

た
熊
本
県
高
森
町
な
ど
の
５
団
体
を
含
む

54
町
村
の
首
長
な
ど
が
出
席
し
、
同
町
の
取

り
組
み
の
紹
介
や
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

　

今
回
の
開
催
場
所
と
な
っ
た
海
士
町
は
、

日
本
海
の
島
根
半
島
沖
合
約
60
㎞
に
浮
か

ぶ
隠
岐
諸
島
の一つ
の
中
ノ
島
に
あ
り
、
本
町

と
同
じ
く一島一町
の
小
さ
な
島
。
人
口
は
約

２
３
０
０
人
で
、
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け

た
豊
か
な
海
と
、
名
水
百
選
（
天
川
の
水
）

に
選
ば
れ
た
豊
富
な
湧
水
に
恵
ま
れ
た
半

農
半
漁
の
島
。

　

同
町
は
、平
成
の
大
合
併
の
嵐
が
吹
く
中
、

超
過
疎
化
・
超
少
子
高
齢
化
な
ど
の
理
由

で
財
政
が
悪
化
し
、一時
、
財
政
再
建
団
体

に
最
も
近
い
状
態
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら

島
民一体
と
な
り
地
域
再
生
を
懸
け
た
挑
戦

会場では加盟町村の様々な
取り組みが紹介された
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す
べ
て
の
人
々
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に

は
、
様
々
な
人
権
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

そ
の
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
諸
人
権

問
題
を
通
し
て
、
自
分
自
身
や
家
族
、
ま

わ
り
の
人
の
人
権
に
つい
て
も
認
識
を
深
め
、

あ
ら
ゆ
る
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
昭
和
23
年
12
月

10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
わ

が
国
で
は
12
月
４
日
〜
10
日
ま
で
の
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
住
み

よ
い
喜
界
島
に
す
る
た
め
に
も一人
一人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

○
重
点
目
標

　

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　
　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

○
強
調
事
項

・ 

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・ 

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

鹿
児
島
交
響
楽
団
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権
週
間
」

・ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハン
セ
ン
病
患
者
等
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・ 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

・ 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

を
止
め
よ
う

・ 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・ 

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ

う
・ 
性
同
一性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・ 

東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題
に

取
り
組
も
う

　

鹿
児
島
交
響
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
「
蝶

が
飛
び
交
う
珊
瑚
の
島
ふ
れ
あ
いコン
サ
ー
ト

Ｉ
Ｎ
喜
界
島
」
が
10
月
18
日
（
金
）
に
喜

界
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
中
学
生
全
員
が
出
席
し
、
約

１
時
間
半
、
生
の
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
堪

能
し
ま
し
た
。
こ
の
演
奏
会
は
、
社
団
法

人
鹿
児
島
県
教
職
員
共
助
会
公
益
文
化
事

業
（
後
援
：
喜
界
町
教
育
委
員
会
）
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
弦
楽
合
奏
、
木

管
五
重
奏
、
金
管
五
重
奏
な
ど
楽
器
の
特

徴
を
生
か
し
た
演
奏
や
、
子
ど
も
た
ち
に
も

馴
染
み
の
あ
る
「
デ
ィ
ズニ
ー
マ
ジッ
ク
」、「
ト

ラ
ンペッ
ト
吹
き
の
休
日
」
な
ど
の
合
奏
、
指

揮
者
体
験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し

た
。
特
に
、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
や
「
ド
ラ

え
も
ん
」
な
ど
ア
ニメ
ソ
ン
グ
が
演
奏
さ
れ
る

と
手
拍
子
が
沸
き
起
こ
り
、
元
気
いっ
ぱ
い

に
歌
う
姿
も
見
ら
れ
会
場
全
体
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

喜
界
中
学
校
２
年
の
丸
田
夏
月
さ
ん
は
、

「
ふ
だ
ん
、
こ
ん
な
に
間
近
で
演
奏
を
聞
く

機
会
は
な
い
の
で
、
と
て
も
よ
い
経
験
と
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
所
で
素
敵
な

演
奏
を
届
け
て
ほ
し
い
。」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
喜
界
小
学
校
３
年

の
基
陽
斗
君
は
、「
と
て
も
き
れ
い
な
音
色

だ
っ
た
。
知
って
い
る
曲
も
多
く
、
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
、
楽
し

か
っ
た
。」
と
感
想
を
語
って
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
とって
思
い
出
に
残
る
ス
ク
ー
ル

コン
サ
ー
ト
に
なっ
た
よ
う
で
す
。

喜
界
町
小
・
中
・
高
合
同
音
楽
発
表
会

　

左
記
の
日
程
で
小
・
中
・
高
合
同
音
楽
発

表
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
観
は
、
自

由
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
子
ど
も
た
ち
の
が

ん
ば
り
を
御
参
観
く
だ
さ
い
。

　

日
時　

11
月
22
日
（
金
）

　

午
後
１
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分　

　

場
所　

喜
界
中
学
校
体
育
館

地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民

週
間
・
ポ
ス
タ
ー
原
画
入
賞
者
【
県
特
選
】

喜
界
小
学
校
１
年　
　

坂
元　

優
之
介　

喜
界
小
学
校
３
年　
　

德
永　

侑
磨

鹿
児
島
県
小
学
校
社
会
科
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

【
優
秀
賞
】

喜
界
小
学
校
3
年　
　

德
永　

侑
磨

喜
界
小
学
校
6
年　
　

原
田　

幸
歩

10



☎

】

【

】

【

】
―

―

「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
学
力
試

験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
、
4
年
以
上
在
学

し
て
１
２
４
単
位
以
上
を
習
得

し
、卒
業
す
る
と
、学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
方
に
は
、「
放
送
大
学
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿

児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

―
２
３
９
―
３
８
１
１
）
ま
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

県
内
の
有
権
者
の
中
か
ら

１
２
０
０
人
の
方
が
、
無
作
為

に
平
成
26
年
度
の
検
察
審
査
員

の
候
補
者
に
選
ば
れ
ま
す
。
選

ば
れ
た
方
に
は
、
11
月
中
旬
頃

に
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿

への
記
載
の
お
知
ら
せ
」（
封
書
）

が
届
き
ま
す
。
必
ず
開
封
し
て
、

中
の
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
封
書
の
中
に
、

「
質
問
票
・
回
答
用
紙
」
が

同
封
さ
れ
て
い
た
方
は
、
回
答

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

速
や
か
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

台
風
・
風
水
害
・
震
災
・
火
災

な
ど
の
災
害
に
よ
って
住
宅
な
ど

の
財
産
に
損
害
を
受
け
た
場
合

は
、
損
害
の
程
度
に
応
じ
て
県

税
（
個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
、

不
動
産
取
得
税
、
産
業
廃
棄
物

税
、
個
人
県
民
税
）
の
減
免
や

期
限
の
延
長
な
ど
の
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に
は
、

一定
の
要
件
に
当
て
は
ま
り
、
申

請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
大
島
支
庁
県

税
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
島
支
庁
県
税
課　

☎
0
9
9
7
（
57
）
7
2
2
５

　

0
9
9
7
（
57
）
7
2
2
9

〜
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
全
国一

斉
電
話
相
談
を
行
って
い
ま
す
〜

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
嫌
が
ら
せ
、
差

別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の

ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
専
用
電
話

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
７
７
１
）
２
０
８

○
受
付
期
間

　

・
管
理
が
簡
単
で
す
。

　

・ 

短
時
間
労
働
者
に
つ
い
て

は
特
典
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

中
退
共
事
業
本
部

☎
03
（
6
9
0
7
）
1
2
3
4

　

県
庁
雇
用
労
政
課

☎
0
9
9（
2
8
6
）3
0
1
4

　

※ 

「
中
退
共
」で
ネ
ッ
ト
検
索

も
で
き
ま
す
。

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送

大
学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
１

学
期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
専
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

9
月
20
日
（
金
）
〜
１
月
19
日

（
日
）

（
12
月
28
日（
土
）〜
１
月
５（
日
）

を
除
く
）

○
時
間

平
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

土
・
日
・
祝
日
：
午
前
10
時
〜

午
後
6
時

●
相
談
無
料
●
匿
名
可
●
秘
密

厳
守

公
益
財
団
法
人　

人
権
教
育
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
１
０
５
―
０
０
１
２

東
京
都
港
区
芝
大
門
２
―
10
―

12　
Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階

□
本
相
談
事
業
は
、
厚
生
労
働

省
の
平
成
25
年
度
の
社
会
福
祉

推
進
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ

ん
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
（
中
退
共
制
度
）
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

こ
の
制
度
は
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
中
退
共
制
度
の
特
色

　

・ 

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
ま
す
。

　

・ 

掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

台
風
等
の
災
害
に
伴
う
県
税

の
減
免
等
に
つ
い
て

（
同
封
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
に

は
、
翌
年
１・４・７
月
の
い
ず
れ

か
に
別
途
送
付
し
ま
す
の
で
、

同
様
に
お
願
い
し
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
『
鹿
児
島
検
察
審

査
会
事
務
局　

住
所　

鹿
児

島
市
山
下
町
13
―
47
（
鹿
児
島

地
方
裁
判
所
内
）　

☎
０
９
９
―

８
０
８
―
３
７
１
９
』
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
民一人一文
化

〜
文
化
芸
術
に
親
し
み

　
　

す
て
き
な
芸
術
の
秋
を
〜

　

南
に
開
か
れ
た
鹿
児
島
県
は
、

古
く
か
ら
黒
潮
に
乗
って
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
が
行
き
来
し
て
い
ま
し

た
。

　

東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
、
朝
鮮

半
島
な
ど
と
の
交
易
が
頻
繁
に

行
わ
れ
、
異
文
化
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
、
県
内
の
各
地
域
の
自

然
、
歴
史
、
風
土
に
根
差
し
た

多
彩
で
独
自
の
文
化
芸
術
が
育

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
11
月
を
「
文
化
芸

術
に
親
し
む
月
間
」と
し
て
、様
々

な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

県
の
取
り
組
み

　
「
県
民一人一文
化
」
は
、
鹿
児

島
県
が
文
化
芸
術
に
取
り
組
む

上
で
の
合
い
言
葉
と
な
っ
て
い
ま

ア
イ
ヌ
の
方
か
ら
の
様
々
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

で
退
職
金
の
準
備
を
始
め
ま

せ
ん
か
？

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

平
成
26
年
度
検
察
審
査
員
候

補
者
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

11
月
は
「
文
化
芸
術
に
親
し

む
月
間
」
で
す

12



暮らしの情報 インフォメーション

施
設
（
宿
泊
施
設
、
郷
土
料
理

の
提
供
施
設
な
ど
）
を
整
備
す

る
中
小
企
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

（
今
年
度
か
ら
県
の
事
前
認
定

を
廃
止
し
、
手
続
き
を
簡
素
化
）

○
融
資
対
象
者
：
県
内
で
現

に
営
む
事
業
を
1
年
以
上
継
続

し
て
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者

お
よ
び
組
合
で
、
観
光
関
連
産

業
を
営
ん
で
い
る
か
参
入
を
図

ろ
う
と
す
る
方

○
融
資
限
度
額
：
運
転
資
金
・

設
備
資
金　

1
億
5
0
0
0

万
円
（
た
だ
し
、
運
転
資
金
は

施
設
の
整
備
に
伴
い
必
要
と
な

す
。

　

文
化
芸
術
は
、一見
理
解
が
難

し
く
、
とっつ
き
に
く
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
喜
び
や
感
動
、

精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
与
え
、
自

分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

と
と
も
に
、
新
た
な
創
造
力
を

育
ん
で
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
次
の
よ
う
な
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

芸
術
祭
な
ど
の
発
表
の
場
の

提
供
、
各
文
化
施
設
の
鑑
賞
事

業
の
充
実 

な
ど

　

各
地
の
民
俗
芸
能
な
ど
地
域

文
化
の
掘
り
起
こ
し
と
保
存
、

伝
統
文
化
を
伝
え
る
世
代
と
受

け
継
ぐ
世
代
が
共
に
参
加
す
る

体
験
型
の
講
習
会
の
開
催 

な
ど

国
内
外
の
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
講
習
会
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ

ン
ク
の
整
備
促
進 

な
ど

　

文
化
芸
術
に
携
わ
る
人
材
の

受
け
入
れ
や
派
遣
な
ど
国
内
外

と
の
交
流
の
促
進
、
本
県
の
文
化

人
・
芸
術
家
な
ど
の
人
的
ネ
ッ
ト

や
支
庁
が
、
勤
務
先
へ
給
与
の

照
会
や
差
押
え
を
実
施
し
、
未

納
に
な
っ
て
い
る
自
動
車
税
の
徴

収
を
す
す
め
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
付
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
早
急
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
島
支
庁
県
税
課

☎
0
9
9
7
（
57
）
7
2
2
5

　

県
で
は
、
観
光
旅
行
者
の
来

訪
の
促
進
に
必
要
な
観
光
関
連

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
情
報
の
発

信 

な
ど

　

県
で
は
、
平
成
25
年
11
月
か

ら
平
成
26
年
1
月
ま
で
を
「
県

下
一
斉
給
与
差
押
え
徴
収
強
化

期
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
動
車
税
を
納
め

ず
、
今
後
の
納
付
計
画
な
ど
に
つ

い
て
の
連
絡
や
相
談
が
な
い
方
に

対
し
て
、
給
与
（
償
与
）
の
差

押
え
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

期
間
中
、
県
の
地
域
振
興
局

る
経
費
に
限
る
）

○
融
資
期
間
：
運
転
資
金　

 

7
年
以
内
（
う
ち
据
置
24
月
以

内
）設
備
資
金　

15
年
以
内（
う

ち
据
置
36
月
以
内
）

○
融
資
利
率
：
年
1
・
9
％
〜

年
2
・
7
％
、
10
年
超
は
変
動

金
利

○
保
証
料
率
：
年
0
・
13
％
〜

年
1
・
58
％
（
県
補
助
後
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会

（
組
合
は
中
小
企
業
団
体
中
央

会
）

11
月
か
ら
1
月
は
県
下
一
斉
給

与
差
押
え
徴
収
強
化
期
間
で
す

「
観
光
か
ご
し
ま
よ
か
と
こ

資
金
」
の
ご
案
内
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【お問い合わせ先】
自衛隊鹿児島地方協力本部　奄美大島駐在員事務所　奄美市名瀬永田町１７－３
　大島支庁　別館２階
電話：０９９７－５３－９１０３
※その他、詳細については事務所までご連絡下さい。

募　集　種　目 応募資格 受付期間 試験日・場所 試験科目 待遇・その他

陸上自衛
隊

高等工科
学校生徒

一般
男子で中卒（見
込含）１７歳未満
の者

平成２５年１１
月１日
～平成２６年
１月１０日

１次
　平成２６年１月１８日
（土）
　奄美市名瀬永田町１７
－３　大島支庁内　会
議室

２次
　平成２６年２月１日（土）
～４日（火）までの指定
する１日　鹿児島県国分
駐屯地

１次
　国語・社会
　数学・理科
　英語の択一式
　（マークシート）
　作文
　（５００文字程
　度）
２次
　口述試験
　身体検査

修学年限３年
卒業後は陸士長
○身　分
　 特別職国家公務員（生
徒）
　（自衛官ではありません）
○手　当
　生徒手当
　　月額　９４，９００円
　期末手当
　　年２回　（６・１２月）
○衣食住
　 全員が駐屯地で生活し、
宿舎は無料、食事・制
服類・寝具については
支給又は貸与
○休日・休暇
　週休２日制、祝日、
　年末年始休暇等
○高校教育
　提携する通信制高校に
　入学し、生徒課程修了
　時に高等学校の卒業
　資格を取得する　

推薦

男子で中卒（見
込含）１７歳未満
の、成績優秀か
つ生徒会活動等
に顕著な実績を
納め、学校長が
推薦できる者

平成２５年１１
月１日
～平成２５年
１２月６日

平成２６年１月１１日（土）
～１３日（月）の指定する
１日
　神奈川県横須賀市御
幸浜
　陸上自衛隊高等工科
学校

口述試験
筆記試験
（作文を含む）
身体検査

                                      

募　集　種　目 応募資格 受付期間 試験期日
自衛官候
補生

（任期制）
男子 18 歳 以 上 27

歳未満の者
平成25年10月５日～
平成25年12月６日 平成25年12月14日・15日のうち指定する日

14



発表会フラダンス教室
喜界

平成２５年１２月２１日（土）
１３：３０ 開場 / １４：００ 開演

日 時

喜界町 体育館会 場

　鹿児島を中心に「ハワイアンフラ」を手掛けている
恩師の二階堂 先生をお迎えして「優雅で華麗なフラダンス」
を踊っていただきます。ご来場を心よりお待ちしております。

お問い合わせ：アヌエヌエ喜界 代表
（自宅）0997-65-3424（携帯）090-2581-3156

中屋　輝子

当日券

￥　５００小人（小・中学生）
￥　８００大人（高校生以上）

小人（小・中学生） ￥　６００
大人（高校生以上） ￥１０００

前売券 ご案内

☎
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　※法務局では、面接での相談にも応じています。
　　面接及び電話でのご相談は８時30分から
　　17時 15分まで
　（土曜日・日曜日・祝日を除く）
　パソコンから
　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
　携帯電話から
　http://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html
　※インターネットでの相談は24時間受け付け
　　ております。
　相談はいずれも無料で、秘密は堅く守られます。
　（子どもの人権１１０番以外の通話料は相談者
　　のご負担となります。）

　喜界町内の消防団員は１２９人中90人約 7割が
事業所勤め（サラリーマン）です。仕事を持ちなが
らでも消防団員として活動できるよう、また新たに
消防団に入団しやすいように、環境の整備が求めら
れています。
　そこで事業所が現消防団員や新たに消防団員と
なった従業員が消防団員として活動しやすいよう、
環境作りなどに協力してくれた場合、その証として
表示証を交付し、協力事業所が地域への社会貢献を
果たしていることを社会的に評価する制度がありま
す。
　この制度により、事業所から消防団活動への一層
の理解と協力を得ることができ、団員が活動しやす
くなるだけではなく、事業所の社会的信頼性の向上
につなげることができると考えています。
　今回12事業所を認定し、10月 18日に交付式を
行いました。その事業所は消防団員として活動して
いる人が2人以上勤務している事業所で、次の事業
所です。
㈱生和糖業喜界島工場、㈱喜禎運送店、㈱峰山建設、
あまみ農業協同組合喜界事業本部、㈱栄建設、九電
産業㈱喜界事業所、ひまわり苑、㈲深水モータース、
㈲八幡建設、㈲橘建設、㈲マルイワ建設、㈲向井自
動車【順不同】

皆さん！ご家庭の生活排水はどのように処理されて
いますか？
　私たちの家庭から出る生活排水は環境汚染の大き
な要因となっています。生活排水は、公共下水道や
浄化槽で処理する事が法律で義務づけられていま
す。しかしながら、本町では下水道接続率が低く、
また、浄化槽の無管理や、生活排水を未処理のまま
水路へ放流したり、地下に浸透させている家庭が見
受けられます。国においては、毎年9月 24日は ｢
清掃の日｣・10月 1日は ｢浄化槽の日｣ と定め啓発
活動に取り組んでいます。この機会に環境問題につ
いて考え、早期に公共下水道への接続、合併浄化槽
の設置など適正な生活排水処理に努めましょう。島
の自然環境は私たちで守りましょう！

　平成25年度の補助枠にまだ余裕がありますので、
希望される方は水環境課までご連絡下さい。 
　　　　 水環境課  ＴＥＬ６５－３６９０（直通）

　秋の全国交通安全運動（9月 21日～ 30日）にあ
わせて9月 24日、ニシムタ・池治海水浴場前で交
通安全街頭キャンペーンを行いました。
　同キャンペーンには奄美警察署喜界幹部派出所や
喜界地区安全運転管理者協議会青年部、喜界地区交
通安全協会が参加し、交通安全啓発のチラシなどを
配布しました。今回は、喜高生16人の参加もあり、
たくさんの関係機関のご協力をいただきました。
　また、9月 26日には町総合グランドで行われた
ゲートボール大会において、高齢者への交通安全周
知のため、交通安全啓発チラシを配布しました。

消防署からのお知らせ
［消防団協力事業所表示証交付式］

水環境課からのお知らせ
［自然環境を守りましょう］

総務課からのお知らせ
［交通安全街頭キャンペーン］
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　毎月５日をエコライフデーとし、電気・水・燃料な
どの省エネ活動やエコドライブに取り組んでいます。
　環境にやさしい運転（エコドライブ）
① やさしい発進や過減速の少ない
　運転を実施します
② 駐車や長時間停車する時はアイド
　リングストップを実践します
③不要な荷物は積まずに走行します

　「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を遵守
し確保するために、世界のすべての人々と全ての
国々とが達成すべき共通の基準として、昭和23年
（1948年）12月 10日の第3回国際連合総会におい
て採択され、本年で採択65周年を迎えます。
　国際連合は、世界人権宣言採択を記念して、採
択日の 12月 10 日を「人権デー（Human Rights 
Day）」と定め、加盟国に対し、人権擁護活動を推
進するための各種行事を実施するよう要請していま
す。
　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、「人権
デー」を最終日とする12月 4日から 10日までの
1週間を「人権週間」と定め、世界人権宣言の意義
を広く国民に呼びかけ、人権尊重思想の普及高揚を

図っています。
　各市町村には、法務大臣が委嘱した人権擁護委員
がおり、地域に密着した存在として様々な人権に関
する相談に応じています。
　当町では、次の方々が人権擁護委員として活動し
ています。

　　　　　基井　宏信　　（阿 伝）
　　　　　金久　三津枝　（先 山）
　　　　　体岡　光子　　（坂 嶺）

　また当町では、12月 5日木曜日、午前10時から
午後3時まで、役場研修室において、人権相談所を
開設します。親子、差別・いじめなどの問題でお困
りの方は、お気軽にご相談ください。
　なお、人権擁護機関では、人権週間以外でも相談
に応じています。

　全国共通人権相談ダイヤル
　　　　　　　　　　０５７０－００３－１１０
　子どもの人権１１０番
　　　　　　　　　　０１２０－００７－１１０
　女性の人権ホットライン
　　　　　　　　　　０５７０－０７０－８１０
　鹿児島地方法務局人権擁護課
　　　　　　　　　　０９９－２５９－０６８４
　鹿児島地方法務局奄美支局
　　　　　　　　　　０９９７－５２－０３７６

Information from town 

住民課からのお知らせ
［毎月５日はエコライフデー！］

［第 65回人権週間］

喜界町人権擁護委員（平成 25年 11月1日現在）

【人権擁護機関の相談窓口一覧】
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山本　山本　亮亮
りょうたろうりょうたろう

太郎太郎くん（湾）くん（湾）
（父　謙・母　華奈）（父　謙・母　華奈）

榮　榮　優優
ゆうまゆ う ま

真真さん(16歳）（中後）・さん(16歳）（中後）・悠悠
ゆうだいゆうだい

大大くん（15歳）（右）・くん（15歳）（右）・
　　　　健健

けんせいけんせい

生生くん(12歳)(左)・くん(12歳)(左)・海海
かい りか い り

璃璃くん（６歳）（中前）くん（６歳）（中前）
（佐手久）（佐手久）

（父　浩二　母　里香）（父　浩二　母　里香）

　所在地：嘉鈍の墓地

　管理者：喜界町

　町が設置した案内板には次のように書かれている。

　「町指定　天然記念物　　巨大ソテツ

　　ソテツ科。裸子植物

　　雌雄異株の常緑の高木。幹は太い円柱状で、

　　表面には葉が落ちたあとがある。葉は大きな葉状

　　復葉で、幹の頂きに集まり、小葉は線形。先はと

　　がっている。

　　樹高６ｍ、胸高４．２ｍ　樹齢はおよそ３００年」

　なお、樹高・胸高・樹齢は、１９９２（平成２）年に

行われた奄美市の植物愛好家大野隼夫氏の鑑定によ

るもの。

【参考文献：喜界町誌】
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喜界町の推計人口
（平成25年10月１日現在）

世帯数   ・・・・3,522 戸（△７）
人 口   ・・・・7,632 人（△ 13）
男   ・・・・3,693 人（△ 2）
女   ・・・・3,939 人（△ 11）

（　）は前月比

住

所

赤

連

中

里

志
戸
桶

赤

連

上
嘉
鉄

志
戸
桶

納付をお忘れなく！（11月）
【税】国民健康保険税・介護保険料・後
期高齢者保険料第４期　１２/２まで

【使用料】１１月分公営住宅・簡易水道・
下水道使用料・保育料　１２/２まで
　役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

　

嘉
鈍
集
落
の
最
高
齢
者
で
「
足
腰
は
ま
だ
ま
だ
元
気
」
と
話
す

キ
チ
マ
ツ
さ
ん
。「
買
い
物
を
す
る
と
き
が
幸
せ
」
と
語
り
、
週

２
日
、
自
宅
か
ら
米
盛
ス
ト
ア
ー
（
早
町
）
ま
で
往
復
約
５
㌔
の

道
程
を
、
愛
用
の
バ
ッ
ク
を
片
手
に
、
徒
歩
で
買
い
物
に
通
う
。

12
人
の
孫
と
7
人
の
ひ
孫
に
恵
ま
れ
、「
孫
た
ち
の
成
長
が
楽
し

み
」
と
微
笑
む
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「『
散
歩
す
る
こ
と
』
と
、『
和
食
中
心
の
食
生

活
』」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

氏　
　

名

吉
山　

マ
ツ

酒
井　

ア
キ

基
岡　

エ
イ

久
保　

七
重

新
原　

ヨ
シ

新
本
常
一
郎

廣　
　

舞
美

久
山　

伸
享

濵
川　

勝
利

杉
山　

隆
德

西
岡　

キ
ク

東　
　

ヱ
ミ
子

宮
島　

ユ
キ

岩　
　

幸
枝

中
村　
　

繁

年
令

91
才

100
才

89
才

87
才

95
才

81
才

25
才

62
才

68
才

89
才

82
才

86
才

97
才

87
才

93
才

住

所

志
戸
桶

中

里

小
野
津

中

里

赤

連

志
戸
桶

上
嘉
鉄

志
戸
桶

志
戸
桶

志
戸
桶

上
嘉
鉄

島

中

小
野
津

赤

連

嘉

鈍

氏　
　

名

岩
川　

愛ま

な奈 

喜
原　

莉り

お音

宮
本　

結ゆ
う
な菜

武　
　

杏あ
ん
じ
ゅ樹

松
本　

颯さ
す
け介

齋
藤　

仁じ
ん
い
ち一

本
田　
　

蘭ら
ん

荒
本　

優ゆ
う
ご悟

保
護
者

･

真
一･

･

豊

･

･
一
徹･

･

恵
志･

･

正
仁･

･

功
一･

･

彰

･

･

優
基･

住　

所
湾湾

花
良
治

白

水
湾

手
久
津
久

中

里

伊
実
久

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

住

所

鹿
屋
市

氏　
　

名

山
元　
　

斉

氏　
　

名

吉
山　
　

強

酒
井　

太
典

吉
山　

捷
徳

時　
　

カ
ズ
エ

廣　
　

秀
範

新
本　

静
枝
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（平成25年11月21日～12月20日迄）

早町小【10月６日開催】早町小【10月６日開催】喜界小【9月29日開催】喜界小【9月29日開催】

喜界小喜界小 早町小早町小 喜界小喜界小

早町小早町小

早町小早町小

喜界小喜界小

喜界小喜界小

喜界小喜界小 中学中学喜界小喜界小

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。

早町小早町小

早町小早町小早町小早町小

日 月 火 水 木 金 土
11/21 11/22 11/23

●登記相談【研修
室9:00～13:00】
●集団予防接種
【すこ14:45 ～
16:00】

● 1歳半健診
【 すこ13:15
～】

11/24 11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30
●第 17 回喜
界町生涯学習
推進大会【町
体9:15～】

●農政技連会
【 会 議 13:30
～】

●家畜集団検
診【町一円　
～27日】

●早町小学校
移動図書館（１・
２・３年生）【早
町小13:15～】

●早町小学校移動図
書館（４・５・６年生）【早
町小13:15～】
●県立大島病院巡回
診療（午後）
【コミ】

●県立大島
病院巡回診療
（午前）【コミ】

12/1 12/2 12/3 12/4 12/5 12/6 12/7
●子ども会大
会

●カンキツグリー
ニング病後期調
査【町一円
　　　～4日】

●人権相談【研
修室 10:00 ～
15:00】
●資料整理休
館【図書館】

●第 54 回日
本復帰 60 周
年記念地区
駅伝競走大会
【町一円】

12/8 12/9 12/10 12/11 12/12 12/13 12/14
●公民館講座
閉講式・公民
館まつり【休
養 13:30～】

●ブックスタート
第５回【すこ　
13:15～】
●乳児健診【す
こ13:15～】

●日本復帰 60周
年記念「奄美を
描く美術展」【～
24日】
●体操教室【コミ
19:00～ 20:30】

●体操教室
【コミ9:30 ～
11:00】

12/15 12/16 12/17 12/18 12/19 12/20
●文化財防火
訓 練【 旧 志
戸桶小学校校
区 15:00 ～
16:30】

●精神デイ
ケア【すこ
10 : 0 0 ～
12:00】

● 3 歳児健
診【すこ　
13:15～】

●集団予防接種
【 す こ 14:45
～16:00】
●登記相談【研
修 室９:00 ～
13:00】
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